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オリジナルな左官仕上げを
手の届く価格に
　デザインの自由度が高く、ユー

ザー好みの個性的な空間を創り出す

ことができる左官仕上げ。その魅力

を多くの人が感じているにもかかわ

らず、現状で、住宅の仕上げとして

スタンダードになっているとは言え

ない。

　敬遠されている大きな理由の一つ

が、「コスト」であろう。さまざまな

表現ができ、この世に一つしかない

意匠を生み出せる左官仕上げだが、

その工事はすべて職人の手仕事によ

るものであり、どうしても工事費が

高くなってしまう。それがユーザー

の「いいのはわかっているけれど…」

につながることになる。

　そんな状況の中で、魅力的な左官

仕上げを手の届く価格で提供すべ

く、このほど、モノリスコーポレー

ション㈱（川村剛社長）が新事業を立

ち上げた。名称は「ＲＥ：ＳＰＡＣＥ」。

事業の企画・広報をワイノット㈱が

手掛け、モノリス社は設計・施工を

担う。この事業では、左官仕上げを

存分に取り入れた中古マンションの

フルリノベーションを、既存居室内

装の解体、新たな居室の設計・デザ

インから施工に至るまでワンストッ

プで行うことで、専門業者に発注

する際に発生する中間コストをカッ

ト。それにより、オリジナル性の高

い左官仕上げなどを組み入れても、

トータルでは大手リフォーム会社と

勝負のできる価格設定を実現したと

いう。

　また同社は、施工会社が連携する

企業グループ、㈱現場共創機構の一

員にもなっており、そのことも、工

事のワンストップ化に大いに寄与し

ている。

ショールームでリノベ後の
雰囲気を体感
　４月１５日には、神奈川・相模原

市にショールーム（予約制）をオープ

ン。ここでは、リノベーション後の

部屋の雰囲気を体感できる。

　玄関を入ってすぐの応接スペース

は、造形モルタルによる石積み調の

壁が印象的だ。その奥にあるリビン

グは、同じ石調でも荒々しい「岩」の

高意匠の左官仕上げも求めやすい価格で

モノリスコーポレーション

ワンストップで中古マンションをリノベ

ような造形となっており、かなりの

インパクトで迫ってくる。いずれも

実物と見まがうかのような精巧さ

で、重厚な仕上がり。ただし、照明、

設備類や調度品などはそうした壁の

仕上げに合うよう計算されており、

雰囲気は至って落ち着いている。コ

ンクリート打ち放しの天井は、菊水

化学工業㈱の「キクスイＳＡ」工法で

仕上げられている。ダクトを露出さ

せるなど、非常に開放的だ。

中古マンションの潜在価値を
掘り起こす
　近年、新築マンション、特に都心

の物件は価格が高騰している。この

「ＲＥ：ＳＰＡＣＥ」は、取得コストを

抑えやすい中古マンションをベース

に、間取り、素材、意匠、設備計画
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▲ショールームのリビング。天井の打ち放しはキクスイ SA 工法で仕上げ。
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までを含めたフルリノベーションを

行うもの。単なる改修ではなく、空

間の使い方を見直し、オリジナルな

左官仕上げで雰囲気を一変させ、既

存物件の魅力を再編集することで、

都心新築マンションとは異なる価値

軸による住空間を提案するこの事業。

今後の展開が大いに注目されよう。

モノリスコーポレーション㈱
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▲応接スペース。石積み調の壁が印象的。家具や調度品で柔らかみが加わる。

▲リノベーション工事のようす。プラン決定から竣工までの期間は約 3 か月。 ▲造形モルタルを削り、岩の表情を作り出す。
　精巧な仕上がり。


